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一方で、本研究では ALOSの Prism画像から 5mメッシュを再構成して用いているが、再現できる精
度がメッシュサイズに規定されるという結果も示唆された。Prism画像は元々2.5mメッシュであるが、
これで解析を行うと、一度に解析できる範囲が小さくなってしまう、という問題がある。どの程度の
メッシュが最もコストパフォーマンスが高いのかの検討は、今後の検討課題である。また、より詳細
なメッシュを用いれば精度が上がるのであれば、その情報は、我が国の今後の光学衛星の必要スペッ
クを議論する際にも重要であると考えられる。 
 
【最終試験の結果】 
平成２８年２月５日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
